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新NACSIS-CAT/ILL
・国際標準への対応

電子リソース管理サービス
・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

今回NIIが整備を行う範囲

データ連携（CATP） 相互のデータ連携等

印刷体に
対応したシステム

電子リソースと印刷体に
対応したシステム

ダウンロード利用等

将来の共同調達・運用が
検討されている領域

※ 国立情報学研究所 ニュースリリース（2021年6月17日付）
『大学図書館向け学術情報システムを36年ぶりに一新－学術資料のデジタル化に対応した目録所在情報サービスを2022年から順次運用開始』より

図書館システム・ネットワーク
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電子リソース管理サービス
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『これからの学術情報システムの在り方について（2019）』において示されて

いる，電子情報資源の効率的なワークフロー実現のために必要な「契約パッ

ケージに含まれるタイトルリストや利用条件等の各機関共通のデータを共有で

きるシステム」を実現したもの

具体的には，電子リソース管理サービスとして，国内外の出版社 ・学会等か

ら大学図書館コンソーシアム連合 （JUSTICE）に提出された電子リソース製品

の利用条件やタイトルリスト等，共通性の高いデータを蓄積し，公開許諾が得

られたデータを各機関の図書館システムで共有するための仕組みを実現予定

 加えて国際標準に対応したシステムとしたことで，とくに国外の電子リソース製品のメタ

データを効率的に活用できる下地が整えられた

電子リソース管理サービスとは？
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電子リソース管理サービスが提供するデータ

 ライセンス情報【2022年春 公開予定】

 利用条件（利用者へ公開すべきもの）

 例）ILL可否，教材への利用可否，リモートアクセス可否，学外者の来館利用可否

 管理用の項目

 例）契約終了後のアクセス条件，DDP情報，学認対応有無

 タイトルリスト情報【公開時期未定】

 メンテナンステンプレート

 図書館でのタイトルリスト（管理用／公開用）のメンテナンス方法は，出版社／パッ

ケージごとに異なるため，これをパッケージごとに示したドキュメント

 タイトルリスト

 出版社やナレッジベースベンダーによって提供されない，JUSTICEオリジナルのタイトルリス

ト（KBART準拠）

 タイトルリスト差分データ

 創刊，終刊，移管等により，パッケージのタイトルリストに変更があった場合の差分データ
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データの提供方法

① ダウンロードサービス

 Alma非導入機関からデータ共有サイトをブラウズ／検索し

て，必要なものを自館向けにダウンロード利用する

② 図書館システムからの直接参照

 Alma導入機関からAlmaネットワークゾーンを直接参照し，

必要なものを取り込んで利用する

③ APIによる参照

 Almaネットワークゾーンが備えるAPIを直接参照し，利用条

件等のデータを機械的に取得する
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データの提供方法

① ダウンロードサービス
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共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

電子リソース管理サービス
・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

印刷体に
対応したシステム ダウンロード利用等

① ダウンロードサービス

図書館システム・ネットワーク

※ 「図書館システム・ネットワーク」の
一部のみ抜粋

Alma非導入機関からデータ共有サイトをブラウズ／検索して，必要なものを
自館向けにダウンロード利用する
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① ダウンロードサービス
電子リソースデータ共有サイト（トップ）

※ 設計中の画面です
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① ダウンロードサービス
電子リソースデータ共有サイト（トップ＞年度＞パッケージ＞アイテム）

※ 設計中の画面です
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① ダウンロードサービス
電子リソースデータ共有サイト（トップ＞年度＞パッケージ＞アイテム＞ダウンロード）

※ 設計中の画面です
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① ダウンロードサービス
OPAC等での表示（ライセンス情報）



これからの学術情報システム構築検討委員会

① ダウンロードサービス

KBART準拠のタイトルリストは，図書館システムあるいはリンク

リゾルバ等の各図書館が利用するシステムに取り込むことができ

るようになる

これを利用することで，JUSTICEを通じて提供される電子ジャー

ナルや電子ブック等のタイトルとライセンス情報を各図書館が利

用するシステム内で管理することができるようになる

また，OPAC等の「紙」の書誌レコードとマッチングすることで，

「紙」に加えてJUSTICEを通じて提供される電子リソースへのリ

ンクをシームレスに形成するということも可能になる

図書館システムでの活用（タイトルリスト情報）
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① ダウンロードサービス
図書館システムでの活用（タイトルリスト/ライセンス情報）
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OPACでの表示（タイトルリスト/ライセンス情報）

① ダウンロードサービス
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そのほか，これらのタイトルリストをシステムに取り込むこ

とで，各図書館ではJUSTICEパッケージのナレッジベース

（タイトルとアクセス可能な年次，URLなどを組み合わせた

データベース）を構築することができる

これらのナレッジベースは，OpenURLと組み合わせることで，

JUSTICEパッケージに対応するリンクリゾルバとして機能さ

せることができる

これにより，さまざまなデータベースの論文メタデータから

全文リソースへと効率に誘導する仕組みを各図書館の購読状

況に合わせる形で，構築することができる
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① ダウンロードサービス
図書館システムでの活用（タイトルリスト/ライセンス情報）
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データの提供方法

② 図書館システムからの直接参照
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共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

電子リソース管理サービス
・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

Alma機関ゾーン

Almaネットワークゾーン
図書館システム・ネットワーク

相互のデータ連携等
電子リソースと印刷体に
対応したシステム

将来の共同調達・運用が
検討されている領域

② 図書館システムからの直接参照

※ 「図書館システム・ネットワーク」
の一部のみ抜粋

Alma導入機関からAlmaネットワークゾーンを直接参照し，必要なものを取り込
んで利用する
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1. Alma機関ゾーンから，ネット
ワークゾーンを参照

2. ライセンスを検索／選択
3. ダウンロード

Almaネットワークゾーン（ライセンス＞一覧）

※ 設計中の画面です

② 図書館システムからの直接参照
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機関ゾーンに，ネットワーク
ゾーンからダウンロードした
ライセンスが表示される。

② 図書館システムからの直接参照

Alma機関ゾーン（ライセンス＞一覧）

※ 設計中の画面です
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② 図書館システムからの直接参照

Alma機関ゾーン（ライセンス＞アイテム＞詳細）

ライセンス詳細
（一部表示）

※ 設計中の画面です
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② 図書館システムからの直接参照

Alma機関ゾーン（ライセンス＞アイテム＞ファイル）

※ 設計中の画面です

添付ファイル
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ライセンスを配信したパッケージ
に含まれるタイトル

ライセンス（利用条件）の表示
（さまざまなサービスからAPI参照可能）
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② 図書館システムからの直接参照
ディスカバリーサービス（PrimoVE）での表示
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データの提供方法

③ APIによる参照
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③ APIによる参照

ダウンロードサービスなどを用いなくとも，共同利用システム

が提供するAPIを通じてライセンスデータを取得し，利用者へ

提示することができる
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OPACでの表示（ライセンス情報）

③ APIによる参照

たとえばOPACのライセンス状況の表示は，共同利用システム（電

子リソース管理システム）上のライセンスデータをAPIで参照する

ことでも実現可能
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 図書館のウェブサイトで，電子リソースへの紹介ページを作成する場合など，図書館シ

ステム外でも活用が期待される

図書館ウェブサイトでの表示（ライセンス情報）

③ APIによる参照
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スケジュール
（電子リソース管理サービス）［予定］
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システムの拡張性（検討可能となるオプション）

 ERDB-JPの統合

電子リソースのMARCレコード共有

電子リソースの出版社MARCレコードを入手・搭載・共有

 NII-REO収録のMARCレコード共有

コンソーシアムで一括購入した電子リソースの公開（プラット

フォームとしての活用）

 NII-REO

契約情報，アクセス統計等の集約

電子リソース所蔵レコードやデジタルアイテムの収集・公開

あくまでもシステムとしての拡張性を示したもので，こうした機能が直
ちに導入されるものではありません
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システムの拡張性（検討可能となるオプション）

あくまでもシステムとしての拡張性を示したもので，こうした機能が直
ちに導入されるものではありません
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新NACSIS-CAT/ILL
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共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

新NACSIS-CAT/ILL
・国際標準への対応

電子リソース管理サービス
・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

データ連携（CATP） 相互のデータ連携等

印刷体に
対応したシステム

電子リソースと印刷体に
対応したシステム

ダウンロード利用等

将来の共同調達・運用が
検討されている領域

図書館システム・ネットワーク

OCLC CBS
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新NACSIS-CAT /ILLの概要

現在のNACSIS-CAT/ILL の機能を当面維持し，参加する約1,300 機関が利用す

る図書館システムとの接続の継続性を確保しつつ，新たな国際標準への対応を

可能とするシステムが実現される

すなわち，新NACSIS-CAT/ILL では，メタデータの高度化に向けて，MARC21を

基礎として，RDA （Resource Description and Access），日本目録規則 2018 

年版のほか，米国議会図書館が主導する新たなメタデータスキーマである

BIBFRAME等の新たな国際標準への対応が可能になった

これにより，国外諸機関などとの間での書誌データ流通等がより効率的に行え

る環境が出現
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スケジュール
（新NACSIS-CAT/ILL）［予定］
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システム更新の方針

現在の図書館システムの変更は伴わない【2023年冬 公開予定】

現行の図書館システムとの接続方法はそのまま継続

現行のNACSIS-CATのデータ，機能はそのまま利用可能

CAT2020で導入されたPREBOOK, RELATIONを維持

書誌・典拠データ作成にかかる運用変更は行わない

書誌情報の高度化への対応【公開時期未定】

メタデータの高度化に向けて，RDA（Resource Description and 

Access），日本目録規則 2018 年版のほか，米国議会図書館が主

導する新たなメタデータスキーマであるBIBFRAME等の新たな国際

標準への対応を可能にします。
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図書館システム・ネットワークの将来像
共同利用システムの方向性と可能性
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電子リソース管理システムの「次」

電子リソース管理システムの導入により，JUSTICE参加館に

おいては，電子ジャーナルを中心とする契約タイトルリス

トとURL情報，ライセンス情報の管理に道が開かれる

ただしJUSTICE参加館で共有されるタイトルリストは，とくに電

子ブックのメタデータとしては「物足りない」ことから，この点

を解消する仕組みが求められる

また国内で提供される商用の電子ブックは，一般的にJUSTICE契

約の外で提供されており，これらの存在を効率的に把握し，

CiNii Booksや図書館システムで活用できる仕組みを構築する必

要がある
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CiNii Booksの現状

検索対象は,「紙」の書誌レコードがある資料のみとなっているが，利用者の視

点から考えても「紙」の目録であるNACSIS-CATと並立する，必要かつ十分なメタ

データを集約した「電子」の目録のニーズは大きい
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「電子」の目録をどう構築するか
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出版社や書店（電子ブックのプラットフォーム）
との協力

大学図書館での人的リソースの不足などの状況を鑑みると，「電子」

の学術情報の集約や共有に労力を費やす余裕はない

海外の事例に倣い，出版社が販促等のために，取次や書店向けに作成

する流通系メタデータや，電子ブックのプラットフォームで利用され

ている書誌データを利用し，「電子」の学術情報を集約できることが

望ましい

 流通系メタデータやプラットフォームの書誌データの特性から抄録や目次データを

含む，豊かなメタデータを検索用の書誌データ等として利用できる可能性がある

 出版社から流通開始と同時期にメタデータの入手ができるようになれば，図書館の

発注・受入業務の軽減にもつながる
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openBD

版元ドットコムに登録している出版社400社の書誌データとJPRO（出版情報

登録センター）に直接登録している出版社の書誌データが集約されている

（JPRO-onix/JSON）

現在，取次を通過した本のJPRO掲載率は86% (2019年度）だが，取次の電子

化により今後100%近くなるということで，さらなる集約が期待される

電子書籍取次大手のメディアドゥの電子ブック等のデータが入る予定

 システムワークフロー作業部会では，openBDと意見交換を開始
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openBDや書店(プラットフォーム)に期待されること

メタデータ
（書誌）

所蔵情報

冊子

タイトル・アク
セス（URI）情報

電子

参照
MARC等

商用KB
（システム

附属）

タイトル・アク
セス（URI）情報

「紙の目録」
（共同分担目

録）

MARCデータ
（OPAC投入）

共同利用システム

「電子の目
録」

「ライセンス
データ」

図書館システム

JUSTIC
E+α

openBD 書店（プラットフォーム）

MARC21

「ライセンス
データ」
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「電子」の目録におけるメタデータのあり方
 「電子」の目録の書誌データでは，WorldCatなどで行われているような，グ

ローバルに共有される領域とローカル領域を分離して扱うことで，全機関に

対する修正を即時反映できることが望ましい（修正の「共有化」）

 所蔵データに当たるアクセス情報（URI）については，さまざまなプラット

フォームから収集する必要があり，それを書誌データと結合させて活用でき

る仕組みが求められる

 ライセンスデータは「電子」の書誌データとの紐づけ（リンク）が必須であ

り，デフォルトではグローバルに共有されるライセンスデータに紐づきつつ，

JUSTICEコンソーシアムや，プラットフォームの考え方などに合わせて変更

できるような機能が必要

 JPROでは「紙」に対して「出版権」というライセンスデータの管理を始めており，

openBDで出版社が考える「グローバル」なライセンスデータを収集できる可能性もある
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「電子」の目録の進展がもたらすもの
図書館システムと利用者の視点から
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図書館システムにおける業務の省力化
「電子」の目録の書誌データが，目次データや抄録を十分に反映し，

かつ海外の書誌データのように水準の高いものになれば，グローバル

領域の書誌データを修正する必要はなくなる

「電子」と「紙」は形態（体現）が違うのみで，情報の本質は同じで

あるという考え方（IFLA LRM）を踏まえれば，こういったリッチで高

水準の書誌データは「電子」と「紙」の目録のいずれにおいても活用

できるようになり，図書館はローカル領域のデータ設定のみを行えば

十分という状況が生まれる

これにより，図書館は「共同利用システム」が用意する「紙」の目録と「電

子」の目録のグローバル領域のデータを触ることなく，そのまま自館の目録と

して利用できるようになる可能性がある
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マイクロリソース（図書チャプター等）のレコー
ド化

「電子」の目録の書誌レコードが，目次レベルの情報を有する場合，チャプター

レベルのレコードを機械的に作成し，共有することも可能になる
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「共同利用システム」をベースとするウェブス
ケール・ディスカバリ・サービスの可能性

 「共同利用システム」が各参加館に対して個別のインスタンス（検索画面）を用意することで，

「電子」と「紙」の目録を統合的に検索するサービスはウェブスケール・ディスカバリ・サービス

となる（カナダのCounty of Simcoe Library Cooperativeコンソーシアムなどですでに実現）
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ILL（リソースシェアリング）の進化
 マイクロリソースの検索結果から，ILLへシームレスにつながる仕

組みを作ることで，より正確なメタデータを取り込んでの申請が可

能となる

 （図書館と出版社が望む）ライセンスデータを明示し，その内容を

システム側に反映させることで，ILLができるもの，できないもの

の判別が可能となる

 これにより，海外と同様に利用者が所属する図書館の手を介さない
Unmediated形式のILLの実現につなげることができる

 出版社と協力し，ILLと併せてリソースそのものの販売やSTL（Short 

Term Loan）などを提供することで，文献入手の多元化を進めることが

できる
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ご清聴ありがとうございました
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